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〔
思
い
が
け
な
い
発
見
〕 

 

三
月
の
半
ば
、
自
転
車
に
乗
る

私
の
目
に
留
ま
っ
た
の
は
、
か
の

野
口
雨
情
の
詩
碑
で
し
た
。
何
度

か
通
り
過
ぎ
て
い
た
場
所
で
の
思

い
が
け
な
い
発
見
に
、
強
い
興
味

を
持
た
な
い
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡

大
予
防
の
た
め
、
一
時
休
館
し
て

い
た
市
立
図
書
館
が
四
月
に
入
り

再
開
し
た
の
で
、
鼻
息
も
荒
く
足

を
運
び
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
雨
情
の
童
謡
に
関

す
る
図
書
は
あ
る
も
の
の
、「
萩
小

唄
」
の
手
が
か
り
に
な
り
そ
う
な

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、 

       

郷
土
資
料
の
コ
ー
ナ
ー
に
な
い
も

の
か
と
思
い
、
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー

の
女
性
に
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

し
か
し
結
果
は
同
じ
で
し
た
。 

結
局
、
解
説
板
に
記
載
さ
れ
た

参
考
文
献
『
定
本
野
口
雨
情
』
第

五
巻
（
未
来
社
）
と
『
野
口
雨
情 

詩
と
民
謡
の
旅
』
東
道
人
著
（
踏

青
社
）
の
二
冊
が
、
山
口
県
立
図

書
館
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
取

り
寄
せ
て
も
ら
う
こ
と
と
な
り
、

到
着
の
連
絡
を
待
ち
ま
し
た
。 

〔
興
味
を
持
つ
理
由
〕 

◆
野
口
雨
情
に
つ
い
て
◆ 

野
口
雨
情
（
本
名
英
吉
）
は
、

明
治
一
五
年（
一
八
八
二
）
五
月
、

現
在
の
茨
城
県
北
茨
城
市
に
生
ま

れ
、
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）

一
月
、
疎
開
先
の
栃
木
県
宇
都
宮

市
で
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。 

 

「
十
五
夜
お
月
さ
ん
」「
七
つ
の

子
」「
赤
い
靴
」「
船
頭
小
唄
」「
波

浮
の
港
」
な
ど
数
々
の
有
名
作
品

を
残
し
、
北
原
白
秋
、
西
條
八
十

と
と
も
に
「
童
謡
三
大
詩
人
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。 

 

や
が
て
、
地
方
へ
の
童
謡
・
民

謡
普
及
の
た
め
の
講
演
旅
行
や
詩

作
の
旅
が
多
く
な
る
と
と
も
に
、

全
国
各
地
で
た
く
さ
ん
の
新
民
謡

作
品
を
発
表
し
ま
し
た
。 

 

◆
野
口
雨
情
と
私
◆ 

 

雨
情
の
生
涯
に
お
い
て
、
唯
一

師
弟
関
係
に
あ
っ
た
人
物（
弟
子
）

が
、
私
の
郷
里
塩
原
温
泉
で
旅
館

を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め

雨
情
は
た
び
た
び
塩
原
を
訪
れ
、

足
跡
を
残
し
て
い
ま
す
。 

 

前
職
で
「
野
口
雨
情
と
泉
漾
太

郎
～
心
か
よ
わ
す
二
人
の
詩
人
～
」

と
い
う
企
画
展
に
携
わ
っ
た
こ
と

で
、
雨
情
の
孫
の
山
登
氏
を
訪
ね

た
り
、
栃
木
県
内
の
雨
情
の
詩
碑

を
巡
っ
た
り
、
墓
参
を
す
る
こ
と

も
叶
い
、
私
に
と
っ
て
雨
情
は
身

近
な
存
在
と
な
り
ま
し
た
。 

 

〔
雨
情
と
山
口
県
〕 

◆
防
長
新
聞
の
記
事
よ
り
◆ 

野
口
雨
情
け
ふ
来
山
、
県
下
を

行
脚
し
て
新
防
長
民
謡
を
作
詞 

 

民
謡
詩
人
野
口
雨
情
氏
は
二
日

来
山
、
数
日
間
滞
在
し
た
後
、
半

月
の
予
定
で
県
下
民
謡
行
脚
を
行

つ
て
防
長
民
謡
を
作
詞
、帰
京
後
、

藤
井
清
水
氏
の
作
曲
で
コ
ロ
ム
ビ

ア
に
吹
込
み
天
下
に
宣
伝
す
る
こ

と
に
な
つ
た
。 

（
昭
和
十
年
五
月
二
日
付
） 

 

野
口
雨
情
さ
ん
憧
れ
の
萩
を
訪

ひ
、
萩
を
謡
つ
て
大
津
に
発
す 

 

民
謡
作
家
野
口
雨
情
さ
ん
は
、

二
日
午
後
二
時
頃
、
憧
れ
の
地
萩

に
来
り
、
史
跡
勝
地
を
尋
ね
て
、

四
日
大
津
郡
地
方
に
向
っ
た
が
、

萩
に
滞
在
中
も
の
し
た『
萩
民
謡
』

は
次
の
通
り
、（
以
下
略
） 

（
昭
和
十
年
五
月
五
日
付
） 

 

秋
吉
小
唄―

野
口
雨
情
氏
作
歌 

 

去
る
八
日
天
下
の
奇
勝
秋
芳
洞

を
探
勝
し
た
民
謡
詩
人
野
口
雨
情

氏
は
、
次
の
通
り
、
秋
吉
小
唄
を

作
つ
た
。（
以
下
略
） 

 

（
昭
和
十
年
五
月
一
三
日
付
） 

※
東
道
人
著
『
野
口
雨
情 

詩

と
民
謡
の
旅
』
よ
り
引
用 

◆
民
謡
行
脚
の
成
果
◆ 

雨
情
の
来
県
を
伝
え
る
防
長
新

聞
記
事
に
よ
れ
ば
、
五
月
二
日
に

山
口
市
入
り
し
、
数
日
の
滞
在
を

し
た
後
に
県
内
各
地
を
巡
る
予
定

で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。

し
か
し
、
次
の
記
事
で
「
二
日
午

後
二
時
頃
、
憧
れ
の
地
萩
に
来
り
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
雨
情
が
「
さ

っ
そ
く
萩
に
行
く
で
や
ん
す
」
と

ば
か
り
に
出
か
け
た
様
子
が
目
に

浮
か
び
ま
す
。 

雨
情
は
こ
の
山
口
民
謡
行
脚
に

お
い
て
一
三
篇
を
作
詞
し
ま
し
た
。

「
旅
の
風
草
」
と
題
さ
れ
た
詩
作

ノ
ー
ト
の
一
冊
目
に
訪
問
順
に

「
萩
」「
湯
本
温
泉
」「
仙
崎
」「
秋

吉
」「
防
府
三
田
尻
」
「
上
関
」
の

六
篇
が
、
さ
ら
に
二
冊
目
に
「
柳

井
」「
山
口
」「
徳
山
」「
岩
国
」「
久

賀
」「
玖
珂
」「
高
森
」
の
七
篇
が

収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
別
の
時
期
に
作
ら
れ
た
も

の
と
し
て
『
定
本
野
口
雨
情
』
第

五
巻
に
、「
南
蛮
音
頭
」「
宇
部
小

唄
」「
室
積
小
唄
」
の
三
篇
が
収
録

さ
れ
て
い
ま
す
。 

な
お
、
紙
上
の
表
題
は
「
萩
民

謡
」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、「
旅
の

風
草
」
で
も
「
萩
小
唄
」
と
さ
れ

て
お
り
、
も
と
も
と
「
萩
小
唄
」

と
し
て
作
ら
れ
た
よ
う
で
す
。 

 

山
口
県
萩
市
で
の
生
活
の
記
録 

萩
に
あ
し
あ
と
残
そ
う
よ 

「
特
別
発
行 

野
口
雨
情
と
萩
小
唄
」 

令和 2年(2020) 

4月 20日発行 

－第 6号－ 

発行：大塚好一 

塩原もの語り館で開催した 

手作りにこだわった企画展 

野口雨情生誕 120周年の 

平成 14年（2002）5月建立 



… 萩にあしあと残そうよ 令和 2 年（2020）4月 20 日発行 第 6 号 発行：大塚好一 … 

〔 
萩
小
唄 

〕 

 
 

 
 

 
 

 
 

野
口
雨
情 

波
は
渚
に
螢
は
草
に 

月
は
指
月
の
蔭
に
入
る 

 

春
は
桜
の
川
島
堤 

う
す
ら
お
ぼ
ろ
の
夜
が
つ
づ
く 

 

萩
の
大
橋
流
し
ち
や
な
ら
ぬ 

流
し
や
た
よ
り
が
遠
く
な
る 

 

萩
の
笠
山
明
神
池
は 

潮
の
み
ち
引
き
ま
ま
な
ら
ぬ 

 

松
下
村
塾
昔
の
ま
ま
に 

今
も
松
風
絶
え
や
せ
ぬ 

 

匂
ひ
ゆ
か
し
く
香
も
な
つ
か
し
く 

色
も
黄
金
の
夏
蜜
柑 

 

さ
す
が
長
州
は
女
で
さ
へ
も 

台
場
き
づ
い
て
国
の
為
め 

 

同
じ
流
れ
の
阿
武
川
さ
へ
も 

末
は
わ
か
れ
て
海
に
入
る 

 

泣
い
て
見
か
へ
り
別
れ
を
惜
む 

涙
松
で
は
な
い
け
れ
ど 

 

砂
は
白
砂
松
青
々
と 

波
も
静
か
な
菊
の
浜 

① 

指
月
と
は
、
萩
城
の
詰
丸
が

築
か
れ
て
い
た
指
月
山
（
標

高
一
四
三
ｍ
）
の
こ
と
で
す
。

萩
城
は
、
慶
長
九
年
（
一
六
〇

四
）
に
毛
利
輝
元
が
築
城
し

ま
し
た
。 

 

② 

橋
本
川
に
沿
う
川
島
堤
に
は
、

山
形
有
朋
や
桂
太
郎
ら
が
寄

贈
し
た
桜
が
ル
ー
ツ
と
い
う

約
二
㎞
の
桜
並
木
が
あ
り
ま

す
。
吉
田
松
陰
の
母
に
見
て

も
ら
う
た
め
に
植
え
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

③ 

松
本
大
橋
の
こ
と
で
し
ょ
う

か
。
詩
中
の
表
現
と
は
い
え
、

低
湿
地
の
多
い
三
角
州
内
の

萩
で
は
、
古
く
か
ら
氾
濫
が

多
か
っ
た
そ
う
で
す
。
ち
な

み
に
、
昭
和
四
九
年
（
一
九
七

四
）
に
上
流
に
阿
武
川
ダ
ム

が
完
成
し
ま
し
た
。 

④ 

明
神
池
は
、
笠
山
と
本
土
と

の
間
に
砂
州
が
で
き
て
陸
続

き
に
な
っ
た
際
、
埋
め
残
さ

れ
て
で
き
た
池
。
溶
岩
塊
の

隙
間
を
通
し
て
外
海
と
繋
が

っ
て
い
る
た
め
、
干
満
に
応

じ
て
水
位
が
変
動
し
ま
す
。 

 
 

 

⑤ 

吉
田
松
陰
を
祀
る
松
陰
神
社

を
参
拝
し
、
松
下
村
塾
を
訪

れ
る
こ
と
を
、
雨
情
も
楽
し

み
に
し
て
い
た
の
で
は
と
、

自
身
に
重
ね
た
く
な
り
ま
す
。 

 
 

⑥ 

夏
み
か
ん
は
か
な
り
の
高
値

で
取
引
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

当
時
知
名
度
は
も
ち
ろ
ん
、

経
済
的
に
も
萩
を
支
え
る
黄

金
色
の
果
実
で
し
た
。 

 

⑦ 

江
戸
末
期
、
外
国
船
か
ら
の

襲
撃
に
備
え
、
日
本
海
に
面

し
た
菊
ヶ
浜
に
築
か
れ
た
土

塁
。
滅
多
に
外
に
出
る
こ
と

の
な
か
っ
た
武
士
の
妻
や
奥

女
中
ま
で
が
築
造
に
参
加
し

た
こ
と
か
ら
女
台
場
（
お
な

ご
だ
い
ば
）
と
呼
ば
れ
ま
す
。 

 

⑧ 

上
流
で
長
門
峡
の
景
勝
を
作

り
出
し
た
阿
武
川
が
、
松
本

川
と
橋
本
川
と
に
分
か
れ
て

日
本
海
に
注
ぎ
ま
す
。
萩
の

町
は
こ
の
三
角
州
内
に
形
成

さ
れ
ま
し
た
。 

 

⑨ 

萩
か
ら
山
口
を
通
っ
て
三
田

尻
（
現
防
府
）
ま
で
の
萩
往
還
。

萩
を
出
発
し
て
か
ら
、
城
下

が
望
め
る
最
後
の
地
に
松
並

木
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
「
涙

松
」
に
お
い
て
旅
人
は
萩
に

別
れ
を
告
げ
た
と
い
い
ま
す
。

安
政
の
大
獄
で
江
戸
に
護
送

さ
れ
る
吉
田
松
陰
も
歌
を
詠

ん
で
い
ま
す
。 

帰
ら
じ
と
思
い
定
め
し
旅
な
れ
ば 

ひ
と
し
ほ
ぬ
る
る
涙
松
か
な 

 

 

⑩ 

萩
の
代
表
的
景
観
地
で
あ
る

菊
ヶ
浜
の
こ
と
で
す
。
詩
の

と
お
り
白
砂
青
松
の
海
岸
で
、

指
月
山
や
沖
の
島
々
を
望
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

〔
詩
碑
を
建
て
た
人
物
〕 

 

雨
情
詩
碑
を
建
立
し
た
人
物
は
、

明
神
池
の
畔
で
「
い
そ
萬
」
と
い

う
料
理
店
を
営
む
末
武
芳
和
氏
で

す
。
ご
本
人
が
雨
情
好
き
で
、
伺

う
と
嬉
し
そ
う
に
経
緯
な
ど
を
話

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。そ
し
て
、

後
日
情
報
交
換
し
ま
し
ょ
う
と
意

気
投
合
し
ま
し
た
。
山
口
県
萩
市

と
い
う
場
所
で
、
野
口
雨
情
が
縁

を
紡
い
で
く
れ
た
の
で
す
。  

松陰神社境内にある松下村塾 

散歩も楽しい桜の並木 

海水魚が泳ぐ明神池 

帰った時は嬉し涙 人気の磯定食

（松） 


